
【高等学校】【理科 生物基礎】の自ら学習を調整する活動に重点を置いた授業実践 

日 時 令和６年９月 17 日（火）～10 月３日（木） 

対 象 岩手県立花巻南高等学校 ２学年 生物選択者 

授業者 総合教育センター 研修指導主事 熊谷 篤 
１ 単元名 

生物基礎 （２）生物の体内環境の維持 

ア 生物の体内環境 (ウ) 免疫

２ 単元の目標 
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

免疫について、免疫の働きを理解

するとともに、それらの観察、実

験などに関する技能を身に付ける

こと。 

免疫について、観察、実験などを

通して探究し、異物を排除する防

御機構が備わっていることを見い

だして表現すること。 

免疫の働きに関する事物・現象に

主体的に関わり、科学的に探究し

ようとする態度と、生命を尊重す

る態度を養うこと。 

３ 単元の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

免疫について、基本的な概念や原

理・法則などを理解しているとと

もに、科学的に探究するために必

要な観察、実験などに関する基本

操作や記録などの基本的な技能を

身に付けている。 

免疫について、観察、実験などを

通して探究し、免疫の働きの特徴

を見いだして表現している。 

免疫に主体的に関わり、見通しを

もったり振り返ったりするなど、

科学的に探究しようとしている。 

４ 自ら学習を調整する活動を促す学習指導 

視点１「学習の見通し」 

ア 構造的な学習シートを用いることで、単元や単位時間の課題解決の見通しをもつことができるよう

にする。 

イ 日常生活に関する問いを設定することで、学習内容への興味・関心を高めることができるようにす

る。 

視点２「学習課題を解決するための学習活動」 

ウ 実験方法を立案する場面で、個人が立案した実験計画を互いに比較する活動を通して、内容を確認

したり必要に応じて修正したりすることで、見通しをもって観察・実験をすることができるようにす

る。 

エ 結果を処理する場面で、調べた内容と学習課題を比較することで、学習課題が解決されたか把握す

ることができるようにする。 

オ 考察の場面で、学習課題を視点に交流することを通して、自分の考えを検討したり改善したりして、

科学的に考察し、表現することができるようにする。 

視点３「学習の振り返り」 

カ 単元の終末に、学習前の自分と学習後の自分を比較することを通して、問題解決の過程を振り返り、

自分の学び方のよさを自覚できるようにする。 
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５ 単元の指導と評価の計画（全体６時間） 

時 学習活動 指導上の留意点 
重

点 

記

録 

評価規準・評価方法 

◇評価[ ]評価の観点 

◆生徒が自ら学びを調整する学習指導 

【学習課題】我々は異物をどのように区別し、侵入から身を守っているのだろうか。 

１ 

・白血球について、既習事項

を想起する。 

・単元を貫く問い「なぜ病気

との戦いはなくならないの

か」を設定する。 

・白血球の食作用を調べる実

験の計画を立案する。 

・血液に含まれる血球に

ついて問い、白血球の

働きの想起を促す。 

・パンデミックの事例を

提示し、問いをもつこ

とができるようにす

る。 

思 

 

 ◇白血球の食作用を調べるた

めの実験計画を立案してい

るか確認する。 

［思考・判断・表現］ 

◆手立てア 

◆手立てイ 

◆手立てウ 

【学習課題】白血球はどんな方法で異物を除去しているのだろうか。 

２ 

・免疫における異物の除去に

ついて調べるため、白血球

と食作用を観察する。 

・結果を記録し、白血球の働

きについて分かったことを

説明する。 

・学習課題を視点に実験

の記録を互いに見比

べ、自分の考えを科学

的に考察し、表現でき

るようにする。 

知 〇 ◇顕微鏡を用いて、白血球と

食作用を観察し、適切に記

録しているか評価する。 

［知識・技能］ 

◆手立てエ 

【学習課題】免疫はどのような仕組みで成り立っているのだろうか。 

３ 

・免疫の生物現象や仕組み

を、生体防御、免疫で働く

細胞、非自己の区別の３つ

の視点で調べる（３人組で

ホームグループを構成し、

内容別にエキスパートグル

ープに分かれる）。 

・学習シートを用いるこ

とで異物の排除につい

て見通しをもって調べ

ることができるように

する。 

・調べた内容と学習課題

を比較することで、課

題解決の状況を把握で

きるようにする。 

知 

 

 ◇免疫について３つの視点か

ら調べ、異物の排除に関す

る免疫の概要を理解してい

るか確認する。 

［知識・技能］ 

◆手立てオ 
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５ 単元の指導と評価の計画（全体６時間） 

時 学習活動 指導上の留意点 
重

点 

記

録 

評価規準・評価方法 

◇評価[ ]評価の観点

◆生徒が自ら学びを調整する学習指導

【学習課題】免疫細胞同士は、どのように連携して異物に対抗しているのだろうか。 

４ 

・免疫細胞の相互作用をマッ

プにまとめる。

・完成したマップを活用し

て、免疫細胞の相互作用に

ついて考える。

・マップを活用すること

で、免疫細胞の相互作

用について考えること

ができるようにする。

・免疫細胞の相互作用を

科学的に考察し、表現

することができるよう

にする。

思 〇 ◇免疫細胞の相互作用につい

て考え、表現しているか評

価する。

［思考・判断・表現］ 

◆手立てア

◆手立てオ

【学習課題】再侵入してきた異物に、免疫はどのように対抗するのだろうか。 

５ 

・マップを活用して、免疫記

憶と二次応答による抗体量

の増加が、どのように関連

しているかを考える。

・異物の侵入における条件の

違いを視点に、二次応答の

有無について考える。

・前時のマップを活用し

て、二次応答を科学的

に考察し、表現するこ

とができるようにす

る。

・二次応答の有無につい

て、学習課題を視点に

交流することを通し

て、自分の考えを検

討、改善できるように

する。

思 ◇抗体量の変化のグラフを用

いて二次応答について考

え、表現しているか確認す

る。

［思考・判断・表現］ 

◆手立てア

◆手立てオ

【学習課題】免疫の不具合が原因となる病気や免疫が対応できない病気に、人類はどのように対抗して

いるのだろうか。 

６ 

・自己免疫疾患について調べ

る。

・血清療法とワクチンについ

て違いを調べる。

・学習前の自分と学習後の自

分を比較し、単元を通して

学んだ内容や自分の学び方

について振り返る。

・学習シートを用いるこ

とで、自己免疫疾患に

ついて見通しをもって

調べることができるよ

うにする。

・日常生活に関する医療

行為を扱うことで、興

味・関心をもつことが

できるようにする。

・学習前後の自分を比較

することで、単元を通

して学んだ内容や自分

の学び方のよさを自覚

できるようにする。

態 〇 ◇これまでの学習を基に、自

分の学び方について振り返

っているか評価する。

［主体的に学習に取り組む態度］

◆手立てア

◆手立てイ

◆手立てカ
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６ 生徒が自ら学習を調整する姿 

視点１「学習の見通し」手立てア、イ 

第１時 中学校までの既習事項と得られた知識を基に単元を貫く問いを設定する場面（手立てア） 

 図１に示した構造的な学習シート（以降、学習シート）によって、生徒が既習事項や第１時に学んだ内

容を基に、単元を貫く問いを立てた（図２）。また、図３のように、既習事項について「思いつかない」と

回答した生徒が、自ら立てた単元を貫く問いによって単元の見通しをもつことができ、「もっと知りたいと

思った」と回答する記述が見られた。さらに、第１時に得られた知識から、白血球を実際に観察したこと

がないと気付き、実験計画の立案を行った。 

図１の学習シートは、左上段に既習事項の

確認があり、左下には第１時の学習課題を解

決するために、生徒が自ら調べる内容を配置

している。また、左側の既習事項と右側の振り

返りを並べて比較できるようにした。これに

よって、生徒が授業前後の知識や考えの変容

を捉え、単元を貫く問いを見いだすことがで

きるようにした。また、図１の左下段を使っ

て、異物の侵入を防ぐ方法について、個別に調

べる段階とその知識を共有する時間に分け

た。これによって、興味・関心をもって調べた

内容が妥当か、生徒同士が確認できるように 図２ 生徒が立てた単元を貫く問い 

図１ 第１時の学習シート 
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した。このことが、図２のように個別の単元を

貫く問いに共通点が生じるきっかけになった

と考える。また、図３のように、今後学びたい

内容やそれに必要な学び方を記述できるよう

にしたことで、生徒が自分の興味・関心を高め、

単元の見通しをもつことにつながったと考え

る。 

 図１で示した学習の振り返りを、他の生徒と

情報共有することで、次の授業への見通しをも

つことができると考える。また、単元を貫く問

いについて考える時間を設定し、現状では考え

るための知識が十分ではないことに気付き、ど

のように学ぶことができれば問題が解決でき

るか検討することで、実験計画や免疫細胞同士

の連携について見通しをもつという展開も考

えられる。 

 

第４時 免疫細胞同士のつながりをウェビングマップにまとめる場面（手立てア） 

図４の学習シートの左側に、前時に調べた免疫の内容を確認できるようにした。また、右側には既習事

項についてウェビングマップ（以降、マップ）にまとめる内容にした。その結果、図５のように、学習課

題である免疫細胞同士の連携を、２種類の免疫の役割に注目しながら端的に表現することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 単元の見通しをもつことができた生徒の記述 

図４ 既習事項を基にウェビングマップマップにまとめる学習シート 
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 図４の左側で既習事項を確認し、右側

にそれを活用してマップを作成できるよ

うにした。これにより、生徒が既習事項同

士を関係付けてマップを作成できるよう

にした。また、図５のように、第４時の学

習課題を解決するためにマップを作成す

る場面では、２種類の免疫を分けてまと

めるようにした。その結果、図５の生徒の

ように２種類の免疫の役割の違いと免疫

細胞同士のつながりを意識しながらまと

めることができたと考える。 

今回の授業実践で作成されたマップを

見返すと、教員がマップにあらかじめ記

載した体液性免疫や細胞性免疫といった

言葉について説明をしなかったため、図

５の下段の生徒のように、言葉の意味を

十分に考えず作成されたものもあった。

２種類の免疫の目的やそれに関係する細胞の関係を考えるように促す必要があったと考える。 

 

第５時 単元を貫く問いを解決するための見通しをもつ場面（手立てア） 

図６の学習シートによって、既習事項

とグラフを関係付けながら、免疫にはそ

の機能を強化する仕組みがあることに気

付いた（図７）。また、生徒は新たな条件

でグラフの変化を考える過程で、機能強

化の効果が時間とともに弱まると理解す

ることができた（図８）。これにより、単

元を貫く問いである「なぜ、病気との戦い

はなくならないのか？」を解決すること

ができた。（図９）。 

二次応答という生物的現象を、前時に

作成したマップの体液性免疫と関係付け

て考えることができるようにするため、図

６のように知識とグラフを対比できるよ

うにした。これにより、図７の記述にある

ように、生徒は免疫機能の強化が大量の抗

体を作ることであると理解できたと考え

る。また、単元を貫く問いとグラフの関連

性を考えることができるように、図６の

「考察してみよう」の③を設定した。これ

により、表１の発言や図８の生徒の記述の

図６ 二次応答の考察から単元を貫く問いに見通しをもつための手だて 

図７ 二次応答について考えた生徒の記述 

図５ 生徒が作成したマップの比較 
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ように、時間経過が免疫機能強化の低下

につながると気付くきっかけとなり、単

元を貫く問いを解決できた（図９）。 

図７のように二次応答について考える

場面で、このグラフの縦軸が、生徒が初め

て見る特殊な目盛り（対数グラフ）だった

ため、抗体量が 100 倍に変化していると

読み取ることができない生徒が多かっ

た。そこで、図７左側のように二次応答に

ついてまとめる部分に、抗体の量の変化

に注目するなどの記述が必要だったと考

える。 

また、次時と関係付ける展開として、図

９のような二次応答が起きる病気のみな

らず、次時に学ぶ自己免疫疾患について

先行して調べる方法も考えられる。自己

免疫疾患には、免疫の不具合により二次

応答が起きなくなる病気もあるため、そ

の原因を考える展開を入れることで、次

時の学習課題解決の見通しをもつことが

できると考える。 

第６時 自己免疫疾患や免疫を利用した病気の治療方法についてまとめる場面（手立てア） 

学習シート（図 10）に従って、代表的な自己免疫疾患について調べた（図 10 上段）。また、図 10 下段

のように、免疫を利用した２つの治療法の異なる点と共通性について考えた。これにより、２つの治療に

は体液性免疫が利用されていると気付くことができた。さらに、既習事項を基に、興味・関心をもった病

気について調べた（図 11）。 

図 10のように、原因の異なる自己免疫疾患を取り上げた。これにより、生徒が免疫のどの部分に不具合

があるか比較しながら調べることができた。また、ワクチンと血清療法という免疫を利用した治療法が、

体液性免疫を利用していると気付くことができるよう、２つの治療法を個別に調べてから、共通性につい

て考えることができるようにした。これによって、多くの生徒が、「抗体をつくらせる点が共通」という結

論に達した。さらに、生徒が興味・関心をもった病気について調べる際に、体内の免疫がどのように病気

に対抗するか、免疫以外の対抗策がどうなっているかという視点で調べることができるようにした。これ

によって、単元を通して学んだ免疫の知識を活用しながらまとめる生徒が多かった（図 11）。 

授業実践では、３つの自己免疫疾患を取り上げたことで、個別に病気を調べることが十分にできなくな

ってしまった。そのため、取り上げる自己免疫疾患を一つに絞り、これまでに学んだ免疫細胞同士のつな

がりを意識することができる構成にして、どの部分に不具合が生じているか検討するといった展開も考え

られる。 

Ｔ：③の答えは何番と予想しましたか？ 

Ｓ：イだと思います。 

Ｔ：理由は？ 

Ｓ：以前に（異物を）学んだ、記憶細胞が作られたとしても、

何十年と経っているから免疫記憶が残ってない状態に

なるから。 

表１ 免疫機能の低下の原因について述べている生徒の発話記録 

図８ 免疫機能の低下についての考えを記述した生徒の記録 

図９ 単元を貫く問いについて考えた生徒の記述 
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第１時 免疫について調べた内容と日常生活の関係について考える場面（手立てイ） 

55 ページの図 1で示した学習シートに従って、体内に異物を排除する仕組みがあると気付いた（図 12）。

その後、生徒自身が日常生活で体験した新型コロナウイルスを含めた病気の流行が繰り返されていると気

付いた。このように、日常生活と関係付け、免疫や様々な病気に対する興味・関心をもつことができた。 

図 12 のように、生徒が経験した新型コロナウイルスや様々なパンデミックを生徒自身が調べる展開に

した。これは、生徒が既習事項である「白血球は病原菌を排除する」という考え方が矛盾していることに

気付くようにしたためである。これにより、図 12にあるように、「なぜ、免疫システムがあるにも関わら

ず、病気にかかってしまうのか。」という矛盾への気付きから、病気への興味・関心が高まったと考える。 

今回の授業実践では、第１時で提示した病気については、その後の授業では扱うことがなかった。しか

し、単元全体を通して扱うことで、例えば、単元の終末に生徒全員で新型コロナウイルスを多面的に調べ

るという展開も考えることができる。 

図 12 日常生活に関する学習内容の提示によって、病気への興味・関心が高まった生徒の記述 

図 10 免疫を利用した治療法の共通点に気付いた生徒の記述 

図 11 学習内容について考えた生徒の記述 
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視点２「学習課題を解決するための学習活動」手立てウ、エ、オ 

第１時、第２時 免疫細胞を観察するための実験計画を立案し検討する場面（手立てウ） 

教員の「白血球を実際に見たことがありますか」

という発問に対し、生徒は白血球を実際に観察し

た経験がないことに気付き、観察に必要な実験計

画の立案を個別に行った。その後、３人グループ

を作り計画を比較、検討したことで、材料を具体

的に考えたり、必要な器具を追加したりするなど

計画を改善した（図 13）。また、次時に実験計画の

再検討を行った。その結果、実施が難しかった計

画が修正された。例えば、図 14のように、入手困

難な人間の血液から、手に入りやすい動物の血液

への変更、プレパラート作成に必要なスポイトや

実験手順の追加が行われた。また観察時の注意点

も検討された。 

図 14のように、材料、器具、方法を視点に実験

計画を発想することができるようにした。また、そ

れぞれの項目について注意点を話し合うことにし

た。その結果、立案した計画を比較、検討する際に

情報共有が図られた。また、始めに考えた実験計画

において、実現可能なものや実現が困難なものは、

理由とともに提示した（表２）。これによって、計

画の再検討が速やかに行われ、実験に関する注意

点まで話し合いが進んだ（図 14）。 

今回の授業実践では、制限なく自由に計画を考える展開にしたことで、生徒から様々な考えが出された。

一方で、出された考えが明らかに法律に違反しているものがあった。そこで、あらかじめ実現が不可能な

ものをまとめた資料を提示し、実現が可能な計画について検討する展開にした方が良いと考える。また、

生徒が立案した実験計画を検討する場面で、教員が妥当な考えをもつ生徒を価値付けたり、全体に共有し

たりすると、更に計画の充実が図られ、実験の観察や考察の時間確保につながると考える。 

 

 生徒からの提案 

（対応可能） 
教員の対応 

生徒からの提案 

（対応不可能） 
対応不可能な提案に対する説明 

材料 

・白血球のみに

する 

・遠心分離を行っ

て対応 

・人間の血液  ・法律上得るのが困難 

→代案として入手が容易な哺乳類で

ある豚の血液を提案 

器具 

・食作用を見る

ための墨汁 

・スポイト 

・提案を受けて実

際に用意 

・注射器 

・ナイフ 

・カッター 

・ヒトの血液採取は医療行為となり医

師・看護師のみ可能 

→実験の安全性からも難しいと説明 

方法 

・ＩＣＴによる

記録 

・撮影を容易にす

る器具を用意 

・1400 倍で観察 ・備品の顕微鏡の限界が 600 倍 

→代案としてＩＣＴで記録し拡大す

る方法を提案 

 

図 13 実験計画に立案における生徒の変容 

図 14 実験計画の再検討における計画の変化 

表２ 生徒が始めに考えた実験計画に従って教員が行った対応 
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第２・３時 免疫細胞の観察を通して、食作用を観察することができたか確認する場面（手立てエ） 

白血球の観察において、立案した実験

計画が妥当であったか、得られた結果と

教員の提示した白血球の食作用の動画の

比較を行った。多くの班が図 14のような

実験計画で観察を行った。しかし、実験

サンプルの状態により、図 15、16のよう

に、観察できた班と観察できなかった班

に分かれた。図 15は観察できた班の記録

であり、白血球の色や形状、実際に目に

した食作用の記録から、この生徒は学習

課題が解決したと把握した。また、実験

後に白血球について更に知りたいと記述

している。一方で、図 16は観察できなか

った班の記録であり、教員の提示した動

画を基に、この生徒は学習課題が解決で

きたと把握している。また、観察できな

かった実験方法に対して、「実験の仕方を

考えてより学べるようなやり方を学びた

い」と記述している。 

実験を生徒に委ねるにあたって、表２

のような実験計画の改善点を示すととも

に、観察ができなかった場合に備えて、

食作用が確認できる動画を用意した。こ

れにより、生徒が観察結果に左右されず、

学習課題が解決されたか把握できたと考

える。また、観察できなかった班は、食

作用の動画を見ることで、その原因を考

え、図 16に示した通り、「実験の仕方を

考えてより学べるようなやり方を学びた

い」と考えるきっかけになったと考える。 

今回の授業実践では、学習課題が解決

したか確認する場面で白血球の食作用の

動画を利用した。しかし、動画を先に見

せることで、どのような方法で観察を行

えば、動画のような結果が得られるか予

想したり、実験中に学習課題が解決した

か、すぐに生徒が把握したりできるようにする展開も考えることができる。これによって、生徒が観察し

ているものが正しいかすぐに把握することができるとともに、グループでも結果を共有しやすくなると考

える。 

 

図 16 観察できなかった班の生徒の記録 

図 15 観察できた班の生徒の記録 
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第３時 免疫を司る細胞を考えるために免疫細胞の連携を知る必要があることに気付く場面（手立てオ） 

学習課題を解決するために、３人組で役割分担をし

ながら三つの視点から免疫について調べた（図 17）。そ

の際、視点ごとにグループを作って調べたり、教え合っ

たりした。その後、得られた情報を元のグループに戻っ

て共有した（図 18）。次に、教員から出された発問（図

19）について、本時で学んだ内容から考えた。しかし生

徒は、調べた免疫細胞の知識があるだけでは発問に答

えられず、免疫を司る細胞とその免疫細胞同士のつな

がりを知る必要があると気付いた。 

生徒が三つの視点から免疫を調べる際に、調査内容

や役割分担を委ねることで、一人一人の興味・関心に沿

ってできるようにした。また、視点ごとに集合場所を変

えたことで、同じ視点の生徒同士の交流が生まれ、図 17

の左下の記述のように、お互いに調べた内容を比較し

ながら、内容の改善ができたと考える。さらに、３人組

での情報共有では、調べた内容を自分なりに理解して、

重要だと思われる内容を一つだけ伝えるように指示し

た。これにより、表３のように、生徒同士が話し合いな

がら、既習事項を想起し、必要と思われる用語について

情報共有する場面が見られた。また、図 19の発問によ

って、個別の細胞の知識だけでは免疫の全体像を捉え

ることができないことに気付くにように促した。また、

次時に、免疫細胞同士のつながりを考えるマップを作

成することで、図 19の発問について答えることができ

るようになると伝えた。これにより、なぜマップを作成

するのかという意味付けを行った。 

免疫について三つのグループに分かれて調べる活動

を行った際に、設定した時間内に調べたり、情報共有し

たりするための適切な学習課題を設定できていなかっ

た。そのため、調べた内容が不十分だったり、設定した

時間内に情報共有できる量を超えて調べた生徒が見ら

れた(図 17)。これによって、個別の生徒の知識は深ま

ったものの、情報量が多くなりすぎ、元のグループに戻

った時に情報共有がうまく行われなかったグループが

あった。このことから、それぞれのグループごとにどの

ような情報を捉えておく必要があるか、テーマを設定

する展開が考えられる。また、情報共有前に、個別に情

報を整理する時間や情報交流の流れを確認する時間を

設定することで、情報共有を円滑に進め、図 19の発問

について生徒同士が話し合う展開も考えられる。 

図 18 生徒の情報共有の場面 

図 17 ３つの視点から免疫をまとめた記録の比較 

図 19 免疫細胞同士の連携に気付くための発問 
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第３～５時 作成したウェビングマップを基に免疫を司る細胞について考える場面（手立てオ） 

図 19に示した発問について、第４時に作成したマップ（図５）を基に、免疫を２種類に分け、免疫細胞

同士の連携として捉えることができた。それを基に、生徒は、再び図 19の発問内容を想起し、現状の知識

で考えることができると気付いた。その後、自身の考えが正しいか、互いのマップを基に話し合い、免疫

を司る細胞が２種類の免疫と連携していることに気付いた。 

第５時に、図６に示したマップを基にして、学習課題である「免疫細胞同士は、どのように連携して異

物に対抗しているのだろうか」が解決できたか３人組で確認する展開にした。これによって、個別に作成

したマップの中に、２種類の免疫が含まれていると気付くことができるようにした。また、図 19の発問を

提示し、マップを使いながら考えるように促した。これによって、３人組でお互いのマップを確認しなが

ら二つの免疫に指示を行っている細胞について考えた。さらに、代表の生徒の発言によって、３人組で出

した考えが妥当だったか確認できたと考える。 

今回の授業実践では、始めからヘルパーＴ細胞が中心となるマップを使用した。しかし、２種類の免疫

を二つのグループに分かれて調べてから情報共有する過程で、免疫の中心となる細胞がヘルパーＴ細胞で

あることを捉える展開にすることもできる。これによって、他者との交流の中で、生徒が免疫細胞の連携

について把握できると考える。 

視点３「学習の振り返り」手立てカ 

第６時 単元を通して学んだ知識を振り返り、興味・関心をもった病気について調べる場面（手立てカ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 20 第６時の学習シート 

Ｔ ：調べた中で、今日の成果だと思う事を一つ教えてあげてください。 

Ｓ１：どれが大事だと思う？ 

Ｓ２：（学習シートを指しながら）これがいいんじゃない？前回調べた時も出てきたし 

Ｓ３：そうです。そうです。造血幹細胞…造血幹細胞からＴ細胞が作られます。さらにマクロファー

ジが免疫では重要です。 

表３ 生徒の情報共有の場面の授業記録 
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単元の終末に、図 20 の学習シートの左側に示した構成に従って、既習事項と比較しながら免疫の不具

合が原因となる病気や免疫を利用した治療方法について調べた。その中で、免疫の過程のどこに不具合が

あるか、治療方法が免疫の過程のどの部分を利用したものかを理解した。その後、図 20の右側上段に示し

た構成に従って、既習事項を活用し、病気に対する知識、体内での免疫の作用、薬など免疫以外の治療方

法についてまとめた。図 21に示した生徒は、病気が体内に侵入した際に免疫がどのように対抗するか、単

元を通して学んだ生物の用語の意味を理解し、活用しながらまとめることができた。さらに、図 22の生徒

は、「免疫が自身を攻撃する場合があることを知り、おどろいた」という自己の知識の変容に気付き、イン

フルエンザについて更に調べたいと記述した。 

図 20 の右上段のように、単元を通して学んだ知識を全て想起

することができるように、既習事項を確認しながら調べることが

できるようにした。それにより、図 21 上段のように単元の始め

に興味・関心をもった病気を想起し、更に調べる生徒が多かった。

その過程で、図 21 下段のように、第４時に作成したマップでま

とめた免疫細胞同士の連携や図 20 の左側に記述した治療方法な

どを想起しながら調べることができたと考える。また、学習前の

自分と学習後の自分を比較することを通して、問題解決の過程を

振り返り、自分の学び方のよさを自覚できるようにするため、図

20 右下段のように学習の振り返りの場面を設定した。これによ

り、図 22 の「もっといろいろ調べてみたい」という生徒の記述

のように、免疫に対する興味・関心を高めることにつながったと

考える。 

今回の授業実践では、生徒が興味・関心をもった病気について単元の終末に調べる展開であった。しか

し、生徒が決めた病気について、単元を通して多面的に調べるといった展開も考えられる。また、今回の

授業実践では、単元の終末のみ、学び方

のよさを確認する展開になっていた。し

かし、単元を貫く問いを立てる場面や免

疫細胞の連携についてまとめる場面や

マップを作成する場面において、生徒が

学び方のよさを自覚できる機会を増や

す展開も考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 21 学んだ知識を活用する生徒の記述 

図 22 生徒が単元を通して学んだことから病気についてまとめた記述 
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